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本日お話しする内容

０．はじめに：自己紹介

１．「風評」について

２．不安心理による観光行動への影響

３．「風評手控え行動」の特徴

４．風評被害軽減のための対応

５．「災害弾力性」の高い観光地に向けて
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0．はじめに：自己紹介（主な研究テーマ）

□専門：観光行動論、観光感性論

◇観光者行動の「不易と流行」の追求

・観光地での「ゴミ捨て行動」の分析をふまえた対策の検討

・「観光回遊行動」の分析と観光計画への応用

◇感性を育む機会としての観光体験の分析

・自然地域での観光体験の心理的効果

・「五感」の視点からの観光の役割

◇震災関連復興観光支援

・岩手県宮古市(2011～)
・福島県北塩原村(2013年～)
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１．「風評」について

・人間がもつ正当な「危機回避行動」
・リスク対応を自らの意思で選択できる
行動はとくに影響を受けやすい

・結果として消費者・来訪者等が減少した
ことを、生産者・受け入れ地域側が
被害者としての立場から用いる場合が
多い

周辺に及ぼす影響

当事者の問題
終結後の影響

風評
災害や事故等が生じたときに、

行動主体が、情報や知識・経験等
を総合した「主観的な判断」によって

行動を変容させた結果、
社会への影響が顕在化すること

風評利益

風評被害
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２．不安心理による観光行動への影響

行動計画の縮小：
・旅行期間の短縮
・遠距離→近距離

行動内容の変更：
・新規→旧知
・発見→確認

「風評
手控え
行動」

風評被害

不安

自
粛
・

遠
慮

誤解

• 行動計画の変更：

・対象地の変更

・旅行時期・利用交通

機関等の変更
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３．「風評手控え行動」の特徴

旅行時期・対象地からみた「風評手控え行動」のタイプ

旅行時期
対象地 変更不可 変更可能

変更不可
タイプA

特定の時期に特定の対象地
へ行くことが必要
（イベント、スポーツ観戦等）

タイプC
特定の対象地に行くことが必要
（目的地・目的行為優先型

観光一般）

変更可能
タイプB

一定期間内に行くことが必要
（修学旅行、卒業旅行等）

タイプD
時期・対象地が自由に選択可能
（慰安旅行、観光旅行一般）

出典：前田(2005)
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３．「風評手控え行動」の特徴

「風評手控え行動」のタイプと風評の影響の受けやすさ

受けやすい 受けにくい

「タイプB」
・とくに意思決定者が旅行参
加者ではない場合、何か
あった時の責任回避のため
により「安全」と感じる候補
地を探す

「タイプC」
・訪問時期を見計らう
・状況が安定するまで「待つ」

「タイプA」
・積極的な情報収集、現地への
確認、代替交通手段の探索等

「タイプD」（災害からの時間経過等により異なる）
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参考：観光行動のタイプと風評の影響(北塩原村)

風評行動のタイプ

「早期回復型」 「長期継続型」

旅行目的
スポーツ合宿
ワカサギ釣り客

（県外からの）教育旅行
ヤマメ釣り客

旅行形態 個人旅行 団体旅行

距離
（発地）

近距離（県内）
台湾・タイ

遠距離（県外）
韓国・シンガポール

利用者特性
常連客、高齢者、
営業努力継続型の
施設の利用者

ネット予約の利用者
子ども連れ
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マスコミ情報

誤解

不安

自粛・遠慮

訪問経験

災害の名称

観光行動の変容

ネット上の情報

風評手控え行動

「恐怖の同心円
構造（藤竹暁）」

４．風評被害軽減のための対応１
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報道関係者へのきめ細かな対応
・情報提供窓口の一本化

正確かつ丁寧な情報提供
・遠方からの観光客に対する具体的な位置関係の説明
・とくに「タイプB」への丁寧な情報提供

復興キャンペーンのタイミングの見極め

↓
・首長自らのアピール

・著名人の活用

災害のタイプによる影響の長さ
・期間限定的自然災害
・期間継続的自然災害
・「非体感型人為災害」

４．風評被害軽減のための対応２
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正確かつ丁寧な情報提供
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参考：風評被害対策のタイプ(北塩原村)
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５．「災害弾力性」の高い観光地に向けて

「災害弾力性」からみた観光地タイプ

虚弱適応型

観光地
弾力型観光地

脆弱型

観光地

防衛鈍重型

観光地

災
害
抵
抗
力

災害回復力

災害弾力性からみた観光地タイプ
広瀬(2007)を参考に作成

災

「災害弾力性」の高い観光地は風評被害の影響も小さく、短期に収束しやすい？

災害弾力性＝
災害抵抗力＋災害回復力

・災害抵抗力：国や社会が豊かで

十分な防災投資を行えること、国
や自治体の防災インフラの整備等

・災害回復力：社会やコミュニティの
結びつきの強さ、復興への強いモ
チベーション、被災経験、外部支援
を誘引する魅力があること等

（広瀬、2007）
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５．「災害弾力性」の高い観光地に向けて

「災害弾力性」を高めるための視点

外部との交流、ネットワークの構築
・市民レベルでの交流の推進
・復興した被災観光地とのネットワークづくり

訪問観光客との「顔の見える関係」を

観光関連事業者、行政・研究者、メディア
関係者等との連携

観光目的・活動メニューの
多様性の確保

「リローカリゼーション」の
推進

地消地産、域内循環を推進

情報発信手段の
多チャンネル化

日頃からの揺るぎない信頼関係の構築
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箱根町ー洞爺湖町
「応援してます箱根

姉妹都市箱根応援ツアー2015」
室蘭民報9月2日朝刊HPより

長岡市ーホノルル市
真珠湾での戦没者慰霊花火
「日経新聞」8月16日大阪朝刊より

５．「災害弾力性」の高い観光地に向けて

姉妹都市提携にみる交流の推進
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５．「災害弾力性」の高い観光地に向けて

外部との交流、ネットワークの構築
・市民レベルでの交流の推進
・復興した被災観光地とのネットワークづくり

訪問観光客との「顔の見える関係」を

観光関連事業者、行政・研究者、メディア関係者等
との連携

観光目的・活動メニューの
多様性の確保

「リローカリゼーション」の
推進

地消地産、域内循環を推進

情報発信手段の
多チャンネル化

日頃からの揺るぎない信頼関係の構築

⇒有事に外部支援を誘引しやすい、相互に助け合える観光地へ
⇒「不安に感じる」を「お互いに心配しあえる」関係づくりを
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